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飛
騨
に
お
け
る
江
戸
末
期
か
ら
現
在
ま
で

の
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
と
変
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
田 

裕
一 

一 

は
じ
め
に 

 

雪
に
弱
い
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
そ
の
分
布
が
積
雪
に

左
右
さ
れ
、
太
平
洋
側
の
雪
の
少
な
い
山
地
を
中
心
に
生
息
し
て
い
る
。

温
暖
期
と
さ
れ
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
骨
や
土
偶
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
北
北
部
ま
で
本
州
全
体
が
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域
で

あ
っ
た
（
小
泉
ほ
か
、
１
９
８
７
）
。
２
０
１
４
年
で
の
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

域
は
、
東
北
地
方
南
部
の
太
平
洋
側
ま
で
広
が
っ
て
い
る
（
環
境
省
自
然

保
護
局
、
２
０
２
２
）
。 

 

飛
騨
に
お
い
て
は
、
国
府
村
史
編
纂
委
員
会
（
１
９
５
９
）
に
よ
る
と
、

平
安
時
代
、
延
長
５
（
９
２
７
）
年
の
延
喜
式
典
薬
寮
式
に
「
飛
州
の
猪

蹄
」
が
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
蹄
が
薬
と
な
っ
て
い
た
。
享
保
年
間
（
１
７

３
２
年
頃
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
地
誌
書
「
飛
州
志
」
（
長
谷
川
、

１
８
２
９
）
の
食
用
獣
の
項
に
、
野
猪
（
イ
ノ
シ
シ
）
と
あ
り
、
イ
ノ
シ

シ
が
食
用
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

下
呂
市
萩
原
町
上
呂
に
は
、
江
戸
期
に
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
）
を
供
養
し
た
鹿
供
養
塚
が
あ
る
。
は
ぎ
わ
ら
文
庫
編
集
委
員
会
（
１

９
８
０
）
に
よ
る
と
、
碑
文
が
裏
に
あ
り
、
「
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
の

大
雪
で
は
、
半
日
ほ
ど
で
６
尺
（
約
１
８
０
ｃ
ｍ
）
あ
ま
り
も
雪
が
積
も

っ
た
。
こ
の
時
、
山
か
ら
迷
い
出
て
谷
底
や
河
原
で
死
ん
だ
何
千
と
い
う

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
哀
れ
に
思
い
供
養
し
た
」
と
い
う
（
写
真
１
）
。
代
情

（
１
９
８
１
）
に
よ
る
と
、
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
以
来
、
飛
騨
は
南

部
に
か
け
て
イ
ノ
シ
シ
の
数
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
年
の
大
雪
で
あ
る

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
で
は
、
高
山
の
最
深
積
雪
が
５
６
ｃ
ｍ
で
あ
っ

た
か
ら
、
太
平
洋
側
に
あ
た
る
萩
原
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
豪
雪
だ
っ
た
。 

 

岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会
（
１
９
８
２
）
に
よ
る
と
、
明
治
２
０

（
１
８
８
７
）
年
代
に
な
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
は
東
北
地
方
の
大
部
分
で
絶

滅
し
、
奥
飛
騨
で
も
絶
滅
し
た
。
豚
熱
（
豚
コ
レ
ラ
）
の
流
行
が
原
因
と

も
い
わ
れ
る
が
、
実
態
は

不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
昭
和
３
０
（
１
９
５

５
）
年
代
か
ら
、
東
北
地

方
で
再
び
イ
ノ
シ
シ
が
現

れ
始
め
、
岐
阜
県
に
お
い

て
も
清
見
村
（
現
高
山

市
）
に
出
没
を
始
め
、
ど

ん
ど
ん
北
上
し
、
富
山
県

境
付
近
ま
で
北
上
し
た
形

跡
が
あ
る
。 

一
方
で
、
梶
浦
（
２
０

０
４
）
に
よ
る
と
、
明
治

３
４
（
１
９
０
１
）
、
３
５

（
１
９
０
２
）
年
の
「
岐

阜
県
産
業
統
計
書
」
に
、

大
野
郡
（
現
高
山
市
）
か

ら
イ
ノ
シ
シ
の
獣
皮
の
記

 
写真１ 鹿供養塚(下呂市萩原町上呂) 
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載
が
あ
る
の
で
、
明
治
中
期
で
も
、
若
干
は
イ
ノ
シ
シ
が
飛
騨
に
残
っ
て

い
た
。 

 

浦
山
・
高
橋
（
１
９
９
５
）
は
、
清
見
村
の
猟
師
な
ど
に
聞
き
取
り
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
村
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
が
明
治
時
代

以
降
、
途
切
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
５
０
・
５
１
年
頃
、
清
見
村
南

方
の
馬
瀬
村
（
現
下
呂
市
）
や
萩
原
町
で
繁
殖
し
て
い
る
ら
し
い
と
の
情

報
が
あ
っ
た
。
１
９
５
５
年
頃
、
春
に
は
南
方
か
ら
イ
ノ
シ
シ
群
れ
が
清

見
村
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
農
作
物
、
特
に
イ
ネ
の
被
害
が
深
刻
に
な
っ

た
。
１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
春
に
や
っ
て
き
て
、
雪

の
降
る
１
２
月
頃
に
は
南
方
に
帰
り
、
山
の
尾
根
筋
に
は
、
幅
５
０
ｃ
ｍ

程
の
獣
道
が
み
ら
れ
た
（
第
１
図
）
。
１
９
６
０
・
６
１
年
頃
、
イ
ノ
シ
シ

は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
清
見
村
よ
り
も
北
方
の
河
合
村
（
現
飛
騨
市
）

や
古
川
町
（
現
飛
騨
市
）
ま
で
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
雪

の
少
な
い
年
に
は
、
一
部
の
イ
ノ
シ
シ
が
清
見
村
に
残
る
よ
う
に
な
り
、

冬
季
に
も
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
数
が
増
加
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
８
３
・
８
４
年
頃
（
５

６
豪
雪
の
後
）
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
が
減
少
し
、
そ
の
イ
ノ
シ
シ

も
小
型
化
し
た
。
農
業
被
害
も
減
少
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
減
少
が
地
元
民
の

話
題
に
な
っ
た
。 

伊
藤
（
２
０
０
７
）
に
よ
る
と
、
飛
騨
地
方
北
部
で
は
明
治
２
０
（
１

８
８
７
）
年
代
以
降
、
イ
ノ
シ
シ
は
い
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
３

 
第１図 飛騨における初冬のイノシシの移動経路 

（岐阜県哺乳動物調査研究会 1987 から作成） 

 

 

第２図 56豪雪年の積雪量(1981年 3月) 

とイノシシの冬季狩猟北限地名 

（岐阜県哺乳動物調査研究会、1987） 
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５
（
１
９
６
０
）
年
と
同
４
６
（
１
９
７
１
）
年
に
丹
生
川
村
（
現
高
山

市
）
に
各
１
頭
、
さ
ら
に
同
４
０
（
１
９
６
５
）
年
頃
か
ら
古
川
町
や
国

府
町
（
現
高
山
市
）
で
も
何
頭
か
見
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
が
岐
阜

県
の
生
息
分
布
の
北
限
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
（
２
０
０
７
年

当
時
）
、
上
宝
村
（
現
高
山
市
）
か
ら
神
岡
町
（
現
飛
騨
市
）
に
か
け
て
も

生
息
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

梶
浦
（
２
０
１
０
）
で
は
、
古
文
書
に
よ
る
と
イ
ノ
シ
シ
は
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治
１
１
（
１
８
７
８
）
年
頃
ま
で
は
、
飛
騨
に
か
な
り
生
息
し

て
い
た
記
録
が
あ
る
が
、
明
治
１
５
（
１
８
８
２
）
年
頃
か
ら
な
ぜ
か
い

な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
３
０
（
１
９
５
５
）
年
頃
か
ら
国
府
町
宇

津
江
な
ど
で
出
没
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
会
（
１
９
８
７
）
の
岐
阜
県
下
の
聞
き
取
り
調

査
で
は
、
３
８
豪
雪
（
１
９
６
３
年
）
や
５
６
豪
雪
（
１
９
８
１
年
）
の

時
、
雪
の
中
で
動
け
な
く
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ
を
数
多
く
捕
獲
し
た
猟
師
の

証
言
が
あ
る
（
第
２
図
）
。
そ
の
後
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
再
北
上
し
飛
騨
北
部

で
は
、
各
地
の
山
と
耕
作
地
の
境
や
林
道
に
獣
害
対
策
の
柵
や
扉
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
国
府
町
名
張
地
区
の
林
道
ゲ
ー
ト
に

は
、
国
の
平
成
２
２
（
２
０
１
０
）
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、
付
近
の
防
獣
柵
は
こ
の
頃
作
ら
れ
た
。 

神
崎
（
１
９
９
８
）
に
よ
る
と
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
東
北
地
方
で

イ
ノ
シ
シ
が
絶
滅
し
た
原
因
は
、
豚
熱
と
い
う
説
が
あ
る
。
明
治
に
な
っ

て
輸
入
さ
れ
た
豚
肉
に
感
染
個
体
が
い
て
こ
れ
が
広
ま
っ
た
と
い
う
。
千

葉
（
１
９
７
５
）
に
よ
る
と
、
北
関
東
で
は
、
明
治
１
０
（
１
８
７
７
）

年
前
後
に
イ
ノ
シ
シ
の
伝
染
病
ら
し
き
も
の
が
発
生
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

最
近
、
岐
阜
県
で
豚
熱
が
発
生
し
飛
騨
に
も
伝
播
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
減

少
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
池
田
、
２
０
２
１
）。 

こ
こ
ま
で
時
代
順
に
、
飛
騨
地
方
の
イ
ノ
シ
シ
の
記
録
を
主
に
述
べ
た
。

イ
ノ
シ
シ
の
分
布
と
変
動
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
江
戸
時

代
末
期
か
ら
明
治
初
期
（
飛
騨
の
多
く
の
地
域
に
生
息
）
、
②
明
治
２
０
年

代
以
降
（
生
息
域
や
個
体
数
が
急
速
に
減
少
）
、
③
昭
和
３
０
年
代
以
降

（
生
息
域
や
個
体
数
が
急
速
に
拡
大
、
豪
雪
時
に
一
時
的
に
減
少
）
、
④
最

近
（
生
息
域
や
個
体
数
が
減
少
傾
向
、
豚
熱
の
発
生
）。 

イ
ノ
シ
シ
の
分
布
に
は
、
積
雪
量
を
主
と
す
る
気
候
変
動
に
加
え
、
人

間
生
活
（
狩
猟
や
防
獣
）
が
関
係
し
て
い
る
。
豚
熱
と
い
っ
た
伝
染
病
の

影
響
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
積
雪
と
イ
ノ
シ
シ
の
関
係
は
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
飛
騨
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
時
間
的
変
動
は
、
気
象

デ
ー
タ
か
ら
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
最
近

ま
で
の
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
と
変
動
に
つ
い
て
、
す
で
に
あ
る
研
究
や
記
録

と
比
較
し
な
が
ら
、
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
本

稿
の
目
的
で
あ
る
。 

 

二 

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
や
食
性
、
生
息
環
境 

◎
生
態
と
食
性 

ま
ず
、
岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会
（
１
９
８
２
）
に
よ
り
、
イ
ノ

シ
シ
の
生
態
に
つ
い
て
記
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
、
本
来
、
夏
涼
し
く
、
冬
暖

か
な
落
葉
広
葉
樹
林
帯
を
好
む
動
物
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
普
通
、
５
、

６
年
で
生
育
を
遂
げ
る
が
、
メ
ス
は
２
歳
く
ら
い
で
性
成
熟
す
る
。
条
件

さ
え
整
え
ば
急
激
に
増
加
す
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
、
植
物
を
主
食
と
す
る
雑

食
性
で
あ
る
が
、
ミ
ミ
ズ
、
ネ
ズ
ミ
、
ヘ
ビ
な
ど
何
で
も
食
す
る
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
は
里
山
に
イ
ノ
シ
シ
道
、
泥
あ
び
場
（
ヌ
タ
場
）
寝
場
を
作
り
、

親
子
が
群
れ
を
形
成
し
て
生
活
し
て
い
る
。
晩
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
、

冬
場
の
体
力
維
持
の
た
め
旺
盛
な
食
欲
を
示
し
、
群
れ
で
あ
れ
ば
、
水
田

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
計
５
０
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
は
一
晩
で
食
い
荒
ら
す
。 
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小
寺
・
神
崎
（
２
０
０
１
）
は
、
島
根
県
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の

胃
の
内
容
物
の
調
査
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
食
物
の
利
用
で
き

る
季
節
に
応
じ
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
食
性
も
季
節
変
化
し
て
い
る
。
９
月
に

は
、
イ
ネ
、
カ
キ
な
ど
種
子
、
果
実
の
占
有
率
が
高
く
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ

ギ
、
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
種
子
が
落
下
す
る
１
０
、
１
１
月
に
は
こ
れ
ら
の

占
有
率
が
高
く
な
る
。
カ
エ
ル
は
そ
の
行
動
の
鈍
る
１
０
月
頃
捕
食
が
多

い
。
冬
は
、
根
・
塊
茎
の
占
有
率
が
増
加
し
、
サ
サ
の
葉
な
ど
は
年
変
化

し
な
い
。 

◎
生
息
環
境 

 

イ
ノ
シ
シ
と
植
生
の
関
係
に
つ
い
て
、
朝
日
ら
（
１
９
７
５
）
に
よ
る

京
都
府
で
の
調
査
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
猟
師
の
「
出
猟
実
態
調
査
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
現
存
植
生
の
調
査
区
画
（
メ
ッ
シ
ュ
）
ご
と
の
比
較
か

ら
、
人
工
植
林
地
が
３
０
～
４
０
％
で
、
最
高
点
が
４
０
０
～
６
０
０
ｍ

の
区
画
で
イ
ノ
シ
シ
が
よ
く
捕
獲
さ
れ
た
。
ま
た
、
捕
獲
数
は
、
マ
ツ
林

や
そ
の
他
の
天
然
林
、
あ
る
い
は
耕
作
地
が
混
在
し
て
い
る
区
画
に
多
い
。 

他
に
、
高
橋
（
１
９
７
８
）
は
広
島
県
で
、
松
浦
（
２
０
２
２
）
は
、
富

山
県
で
ス
ギ
林
地
内
で
の
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
を
述
べ
て
い
る
。 

 

常
田
・
丸
山
（
１
９
８
０
）
に
よ
れ
ば
、
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
を
制
限
す

る
積
雪
は
、
３
０
ｃ
ｍ
で
、
平
均
積
雪
日
数
７
０
日
以
上
の
地
域
で
は
生

息
が
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会
（
１
９
８
７
）
に
よ
る
と
、
生
息
分
布

に
最
も
影
響
し
て
い
る
の
は
、
積
雪
量
で
、
３
月
の
１
０
ｃ
ｍ
の
等
積
雪

線
付
近
の
市
町
村
が
、
イ
ノ
シ
シ
猟
の
適
地
と
符
号
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ

シ
は
、
優
れ
た
嗅
覚
で
雪
の
下
か
ら
餌
を
探
し
出
す
が
、
飛
節
（
大
型
イ

ノ
シ
シ
で
２
５
ｃ
ｍ
）
以
上
の
積
雪
に
な
る
と
、
移
動
範
囲
が
狭
め
ら
れ

食
糧
不
足
と
な
る
。
中
に
は
、
雪
の
少
な
い
場
所
を
選
ん
で
生
き
残
る

「
地
付
き
イ
ノ
シ
シ
」
の
例
も
あ
る
。 

さ
ら
に
、
同
研
究
会
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
で
イ
ノ
シ

シ
の
行
動
を
制
限
す
る
標
高
は
１
５
０
０
ｍ
で
あ
る
。
２
０
０
０
ｍ
で
イ

ノ
シ
シ
が
見
つ
か
る
こ
と
は
な
い
。
高
山
市
の
猟
師
の
話
で
は
、
１
１
月

に
雪
を
見
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
は
南
下
し
始
め
る
の
で
、
足
跡
を
追
い
な
が

ら
猟
を
行
う
。
移
動
経
路
は
尾
根
道
で
直
線
距
離
に
し
て
６
０
ｋ
ｍ
に
及

ぶ
（
第
１
図
）。 

野
村
（
１
９
６
９
）
に
よ
る
と
、
益
田
川
筋
（
飛
騨
南
部
）
の
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
は
、
１
２
月
、
群
れ
を
な
し
て
美
濃
方
面
に
南
下
し
、
春
雪
が

解
け
る
頃
山
野
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
冬
の
初
め
、
シ
カ
は
萩
原
町

上
呂
地
内
、
イ
ノ
シ
シ
は
萩
原
町
宮
田
赤
岩
地
内
で
東
か
ら
西
へ
川
を
渡

っ
た
。
春
は
、
逆
に
西
か
ら
東
に
渡
っ
た
。
上
呂
に
は
、
前
述
の
鹿
供
養

塚
が
あ
る
。 

 

三 

江
戸
時
代
の
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
、
イ
ノ
シ
シ
猟 

◎
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害 

江
戸
時
代
、
飛
騨
の
村
々
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
に
悩
ま
さ
れ
た
。

国
府
町
宇
津
江
の
江
戸
期
の
古
文
書
に
、
安
政
５
（
１
８
５
８
）
年
の

「
猪
番
夜
廻
割
帳
」
な
ど
、
獣
害
予
防
の
田
畑
の
見
回
り
の
記
録
が
あ
る

（
国
府
村
史
編
纂
委
員
会
、
１
９
５
９
）
。
ま
た
、
江
戸
末
期
の
様
子
を
伝

え
る
「
斐
太
後
風
土
記
」
（
富
田
、
１
８
７
３
）
に
は
、
国
府
町
の
隣
村
の

小
鳥
郷
（
旧
清
見
村
）
、
白
川
郷
（
旧
荘
川
村
、
白
川
村
、
旧
清
見
村
の
一

部
）
、
川
上
郷
（
旧
清
見
村
）
の
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
や
、
焼
き
畑
の
イ
ノ
シ

シ
番
の
様
子
が
挿
絵
付
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
深
山
の
山
里
は
、
焼
き
畑

の
雑
穀
（
ヒ
エ
）
が
多
い
の
で
、
初
秋
、
穂
の
出
る
頃
か
ら
、
山
中
に
小

屋
を
掛
け
、
老
人
に
家
を
預
け
て
、
村
中
の
男
女
が
、
イ
ノ
シ
シ
番
を
し

た
。
案
山
子
を
立
て
、
鳴
子
を
置
き
、
猪
笛
を
吹
き
、
板
な
ど
打
ち
鳴
ら
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し
声
を
上
げ
て
追
い
払
う
。
小
屋
番
が
熟
睡
す
れ
ば
、
そ
の
晩
に
猪
が
来

て
食
い
荒
ら
す―

―
―

」
と
あ
り
、
苦
労
が
忍
ば
れ
る
。 

矢
ヶ
崎
（
１
９
９
７
）
に
よ
る
と
、
飛
騨
北
西
部
の
白
川
村
や
荘
川
村

（
現
高
山
市
）
は
、
積
雪
が
著
し
く
多
く
、
本
来
イ
ノ
シ
シ
の
生
育
に
は

不
適
で
あ
る
が
、
過
去
に
は
白
川
村
も
含
め
か
な
り
生
息
し
、
農
作
物
の

被
害
も
甚
大
だ
っ
た
。 

◎
イ
ノ
シ
シ
猟 

「
斐
太
後
風
土
記
」
で
は
ま
た
、
「
猪
狩
」
と
題
し
、
小
鳥
郷
、
白
川
郷
、

川
上
郷
の
村
々
の
イ

ノ
シ
シ
猟
を
説
明
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
冬
を
待
っ

て
、
村
人
は
集
団
に

な
っ
て
、
雪
の
少
な

い
益
田
や
郡
上
へ
移

動
す
る
イ
ノ
シ
シ
を

槍
で
突
い
た
（
第
３

図
）。 

「
シ
シ
突
き
槍
」

に
は
、
袋
槍
、
中
子

槍
、
よ
り
槍
（
投

槍
）
の
３
種
あ
っ
た

（
清
見
村
教
育
委
員

会
、
１
９
８
６
、
代

情
、
１
９
８
１
）
。

荘
川
村
で
は
、
初
雪

の
降
る
頃
、
イ
ノ
シ

 

第３図 斐太後風土記の挿絵(雪中猪狩の図） 

 

 

写真２ 稜線のシシ穴(右手、見当山、高山市荘川町一色) 
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シ
が
群
れ
を
な
し
て
郡
上
方
面
に
移
動
す
る
時
、
「
シ
シ
突
き
槍
」
で
猟
を

行
っ
た
（
荘
川
村
史
編
集
委
員
会
、
１
９
７
５
）。 

矢
ヶ
崎
（
１
９
９
７
）
に
よ
る
と
、
白
川
村
御
母
衣
の
旧
遠
山
家
（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
に
は
、
畑
の
は
ず
れ
に
「
シ
シ
小
屋
」
が
あ
り
、
イ

ノ
シ
シ
を
追
っ
た
。
ま
た
、
白
川
村
で
は
４
本
の
「
シ
シ
突
き
槍
」
が
有

形
民
俗
文
化
財
調
査
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る 

上
宝
村
で
は
、
農
家
の
入
り
口
の
鴨
居
に
は
ど
こ
も
「
シ
シ
突
き
槍
」

が
掛
け
て
あ
っ
て
、
谷
の
迫
目
（
く
ぼ
み
）
に
掘
っ
た
「
シ
シ
穴
」
に
落

ち
た
イ
ノ
シ
シ
を
そ
れ
で
突
い
た
と
い
う
（
岐
阜
県
山
岳
連
盟
、
１
９
７

５
）
。
神
岡
町
柏
原
（
現
飛
騨
市
）
ほ
か
多
く
の
農
家
で
も
、
「
シ
シ
突
き

槍
」
を
所
有
し
て
お
り
、
初
冬
に
雪
を
さ
け
て
里
に
降
り
て
く
る
イ
ノ
シ

シ
を
、
大
勢
で
追
い
込
ん
で
槍
で
つ
い
た
（
磯
田
、
２
０
０
８
）
。
（
写
真

２
） 

朝
日
村
史
編
纂
委
員
会
（
２
０
０
５
）
に
よ
る
と
、
明
治
初
（
１
８
１

８
６
８
）
年
頃
ま
で
、
相
当
数
の
イ
ノ
シ
シ
が
朝
日
村
（
現
高
山
市
）
内

に
お
り
、「
シ
シ
突
き
槍
」
が
残
っ
て
い
る
。 

イ
ノ
シ
シ
の
進
入
を
防
ぐ
目
的
の
「
シ
シ
垣
」
は
、
宮
村
（
現
高
山
市
）

（
梶
浦
、
２
０
０
４
）
、
や
朝
日
村
（
朝
日
村
史
編
纂
委
員
会
、
２
０
０
５
）

な
ど
に
現
存
し
て
い
る
。
白
川
村
に
は
焼
き
畑
の
周
囲
に
「
猪
土
手
」
や

「
シ
シ
穴
（
落
と
し
穴
）」
が
残
る
（
矢
ヶ
崎
、
１
９
９
７
）
。 

朝
日
村
史
編
纂
委
員
会
（
１
９
９
８
）
に
よ
る
と
、
安
政
６
（
１
８
５

９
）
年
の
日
付
で
、
大
広
村
（
朝
日
村
）
に
、
「
シ
シ
垣
」
の
管
理
に
関
す

る
古
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
猪
が
畑
作
り
を
荒
ら
す
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
猪
垣
（
シ
シ
垣
）
の
内
部
の
木
は
切
り
払
う
、
畑
の
脇
に

木
を
植
え
な
い
」
な
ど
と
定
め
て
あ
る
。
岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会

（
１
９
８
７
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
高
山
市
周
辺
に
は
「
シ
シ
垣
」

を
知
る
人
が
多
い
（
第
４
図
）。 

◎
鉄
砲
使
用
と
猟
師 

さ
ら
に
、
矢
ヶ
崎
（
１
９
９
７
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
、
槍
や
落
と

し
穴
な
ど
が
主
な
狩
猟
道
具
や
し
か
け
で
あ
っ
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
用
の
鉄

砲
は
飛
騨
で
も
用
い
ら
れ
た
（
「
飛
州
志
」
に
記
載
）
。
代
官
所
か
ら
貸
し

出
す
「
威
し
鉄
砲
」
（
夏
季
に
空
砲
で
使
う
）
や
「
猟
師
鉄
砲
」
が
あ
っ
た
。

民
有
の
鉄
砲
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
白
川
村
や
荘
川
村
へ
の
割
り
当
て
は
、

益
田
郡
（
飛
騨
南
部
）
に
比
べ
著
し
く
少
な
か
っ
た
。 

国
府
村
史
編
纂
委
員
会
（
１
９
５
９
）
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
元
禄

５
（
１
６
９
２
）
年
に
、
村
役
人
（
旧
国
府
七
ヶ
村
、
現
高
山
市
）
連
名

で
、
「
猪
猿
追
払
用
鉄
砲
拝
借
願
」
が
高
山
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
中
期
に
は
鉄
砲
が
使
わ
れ
て
い
た
。 

代
情
（
１
９
８
１
）
に
よ
る
と
、
猟
を
専
業
に
し
て
い
た
も
の
は
鉄
砲

を
用
い
、
そ
の
鉄
砲
は
み
な
御
役
所
の
印
札
が
な
い
と
使
用
で
き
な
い
規

 

第４図 岐阜県下のシシ垣の分布 

（岐阜県哺乳動物調査研究会、1987） 
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則
に
な
っ
て
い
た
。
威
し
鉄
砲
は
、
郡
代
役
所
か
ら
旧
の
２
月
に
下
げ
渡

し
が
あ
り
、
９
月
に
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
普
通
一

在
所
で
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
使
用
し
た
の
は
「
シ
シ
突
き
槍
」
で
あ
っ
た
。 

角
竹
（
１
９
６
９
）
に
よ
る
と
、
文
化
６
（
１
８
０
９
）
年
、
大
野
郡

坊
方
（
現
高
山
市
丹
生
川
町
）
で
は
、
「
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
の
害
を
防
ぐ
た

め
、
猟
師
を
雇
う
費
用
と
し
て
、
金
３
両
を
高
山
三
之
町
村
の
杉
崎
甚
右

衛
門
よ
り
借
り
入
れ
た
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。 

宮
村
教
育
委
員
会
（
１
９
６
８
）
に
よ
る
と
、
明
治
初
期
に
も
鉄
砲
の

借
用
は
あ
り
、
宮
村
（
現
高
山
市
）
で
は
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
畑
を
荒
ら
す
た
め
と
し
て
３
８
丁
の
和
銃
を
御
願
書

と
し
て
出
し
て
い
る
。
明
治
の
中
頃
、
村
田
銃
二
連
発
が
使
わ
れ
る
頃
、

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
は
激
減
し
、
明
治
１
０
（
１
８
７
７
）
年
を
最
後
に
、

姿
を
消
し
た
と
い
う
。 

丸
山
（
１
９
９
８
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
に
な
る
と
維
新
政
府
は
狩
猟
の

制
限
を
撤
廃
し
た
た
め
、
全
国
的
に
野
生
動
物
の
乱
獲
が
進
み
、
オ
オ
カ

ミ
を
始
め
シ
カ
も
イ
ノ
シ
シ
も
各
地
か
ら
急
激
に
姿
を
消
し
た
。
狩
猟
法

の
成
立
は
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
で
あ
っ
た
。
オ
オ
カ
ミ
は
狂
犬
病
の

流
行
も
加
わ
り
絶
滅
し
た
。 

 
 四 

「
斐
太
後
風
土
記
」
に
つ
い
て 

桑
谷
（
１
９
７
０
）
に
よ
る
と
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
は
、
明
治
２
（
１

８
６
９
）
年
、
高
山
県
知
事
、
宮
原
大
輔
の
依
頼
を
受
け
、
県
判
事
の
富

田
礼
彦
が
ま
と
め
た
飛
騨
の
各
村
の
地
誌
書
で
あ
る
。
明
治
２
（
１
８
６

９
）
年
１
２
月
、
飛
騨
三
郡
四
百
余
ヵ
村
に
高
山
御
役
所
か
ら
に
触
れ
を

出
し
て
、
風
土
書
上
げ
の
提
出
を
求
め
た
。
村
三
役
か
ら
の
書
き
上
げ
は

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
の
６
月
ま
で
と
な
っ
て
い
た
。
高
山
県
は
廃
止

に
な
る
が
、
そ
の
後
、
富
田
礼
彦
は
、
こ
の
「
風
土
書
上
帳
」
と
他
の
史

料
、
自
分
の
意
見
を
含
め
て
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
４
月
に
脱
稿
し
た
。 

江
原
（
１
９
９
１
）
に
よ
る
と
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
で
は
、
当
時
の
石

高
、
戸
数
、
産
物
量
な
ど
の
統
計
資
料
に
何
が
使
わ
れ
た
か
記
し
て
な
く
、

風
土
書
上
帳
に
も
、
石
高
、
戸
数
、
人
口
、
物
産
な
ど
記
載
が
無
い
場
合

が
多
い
。
後
風
土
記
に
は
「
風
土
書
上
帳
」
以
外
の
「
村
差
出
明
細
帳
」
、

「
村
鑑
」
「
大
概
帳
」
な
ど
を
使
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
産
物
類
も
村
に
よ

っ
て
書
き
方
に
粗
密
が
あ
り
、
す
べ
て
の
村
に
同
系
統
の
資
料
が
用
い
ら

れ
た
と
は
限
ら
ず
、
村
に
よ
っ
て
混
在
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

ま
た
、
北
野
（
２
０
０
８
）
は
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
の
戸
口
と
産
物
の

出
典
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
斐
太
後
風
土
記
」
の
元
と
な

っ
た
「
風
土
書
上
帳
」
に
は
戸
口
と
産
物
は
無
く
、
富
田
礼
彦
は
別
の
資

料
を
利
用
し
た
。
上
宝
村
史
編
集
の
過
程
で
調
べ
る
と
、
「
斐
太
後
風
土
記
」

の
戸
数
は
、
「
風
土
書
上
帳
」
の
提
出
期
の
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
と
一

致
せ
ず
、
そ
れ
よ
り
１
７
年
前
、
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
の
「
嘉
永
度

石
高
帳
」
と
一
致
す
る
。
産
物
に
関
し
て
は
、
国
府
町
史
編
集
の
過
程
で

調
べ
る
と
、
国
府
町
５
ヶ
村
調
べ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
明
治
５
（
１
８
７

２
）
年
の
「
地
理
物
産
取
調
書
」
と
産
物
の
数
値
が
一
致
し
た
。
こ
れ
を

後
風
土
記
に
記
載
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
地
理
物
産
取
調
書
」
の

収
穫
量
は
、
元
名
主
ら
に
よ
る
推
定
値
で
あ
り
、
精
密
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
。 

岩
田
（
２
０
１
８
）
は
、
「
飛
騨
後
風
土
記
」
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
各
村
に
出
さ
れ
た
触
れ
（
風
土
書
上
帳
）

に
は
、
答
え
る
べ
き
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
あ
り
、
四
百
余
ヵ
村
す
べ

て
で
高
い
レ
ベ
ル
の
回
答
が
で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
常

と
し
て
、
村
に
よ
っ
て
答
え
る
内
容
に
濃
淡
が
あ
り
、
一
部
は
不
正
確
な

可
能
性
が
あ
る
。 
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五 
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
飛
騨
の
イ
ノ
シ
シ 

 

◎
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
分
布 

 

千
葉
（
１
９
６
４
）
は
、
日
本
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
分
布
が

積
雪
深
度
や
植
生
分
布
と
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
具
体
的
な
事

例
と
し
て
、
飛
騨
に
お
け
る
明
治
初
（
１
８
６
８
）
年
の
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
カ
モ
シ
カ
、
ク
マ
の
分
布
（
第
５
図
）
を
示
し
た
。 

そ
の
資
料
の
説
明
で
は
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
は
種
々
の
年
代
を
含
む
が
、

岐
阜
県
立
図
書
館
蔵
の
「
飛
騨
地
方
物
産
調
」
を
用
い
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
高
山
代
官
文
書
中
の
資
料
で
、
そ
の
中
に
狩
猟
産
物
数
が
記
さ

れ
、
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年―

６
（
１
８
７
３
）
年
に
書
き
上
げ
と
な

っ
て
い
る
。
積
雪
デ
ー
タ
は
、
昭
和
１
０
（
１
９
３
５
）
年―

昭
和
２
０

（
１
９
４
５
）
年
の
「
市
町
村
別
最
深
積
雪
量
」
（
農
業
総
合
研
究
所
）
で

あ
る
。 

厳
密
に
は
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
の
元
資
料
の
ひ
と
つ
に
当
た
っ
て
、
図

を
作
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

千
葉
（
１
９
６
４
）
の
第
５
図
の
説
明
に
よ
る
と
、
飛
騨
の
イ
ノ
シ
シ

は
、
最
深
積
雪
１
ｍ
以
内
の
飛
騨
南
部
に
集
中
す
る
。
（
第
２
図
の
積
雪
１

０
０
ｃ
ｍ
と
一
致
す
る
。
）
イ
ノ
シ
シ
の
多
い
地
域
は
、
当
時
の
植
生
分
布

に
よ
れ
ば
、
イ
ノ
シ
シ
が
好
む
ク
リ
、
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉

樹
が
多
い
と
い
う
。
一
方
、
庄
川
、
神
通
川
流
域
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

が
希
で
、
ブ
ナ
、
ト
チ
、
ヒ
メ
コ
な
ど
の
森
林
で
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
好

む
植
物
に
乏
し
い
。
な
お
、
第
５
図
で
は
、
シ
カ
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
の
分

布
が
紛
ら
わ
し
い
が
、
御
岳
の
西
方
の
密
集
地
付
近
が
シ
カ
の
北
限
で
あ

る
。 

 

最
深
積
雪
１
ｍ
の
境
界
は
、
常
田
・
丸
山
（
１
９
８
０
）
の
イ
ノ
シ
シ

の
行
動
制
限
の
積
雪
３
０
ｃ
ｍ
と
異
な
る
。
こ
れ
は
、
千
葉
（
１
９
６
４
）

が
、
積
雪
の
個
別
の
イ
ノ
シ
シ
の
行
動
制
限
で
は
な
く
、
イ
ノ
シ
シ
全
体

の
生
息
域
の
境
界
を
想
定
し
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
る
。
境
界
付
近
の
飛

騨
の
イ
ノ
シ
シ
は
、
冬
は
積
雪
を
避
け
て
南
方
に
移
動
し
、
ま
た
局
所
的

に
積
雪
の
少
な
い
里
に
避
難
す
る
。 

 
小
山
ほ
か
（
１
９
８
１
）
は
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
に
記
載
の
あ
る
産
物

か
ら
、
食
糧
と
み
な
さ
れ
る
１
７
５
品
目
を
選
び
、
そ
の
生
産
量
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
復
元
し
た
。
合
わ
せ
て
分
布
図
も
作
り
、
辞
書
的
な
活
用
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
中
の
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
図
の
説
明
に
よ
る
と
、

イ
ノ
シ
シ
猟
が
飛
騨
南
部
で
相
対
的
に
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
の
イ

 
第５図 狩猟動物の種類と頭数の分布と最深積雪量 

    明治初(1868)年、(千葉、1964） 
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ノ
シ
シ
の
生
息
状
況
調
査
と
比
較
す
る
と
、
後
風
土
記
の
頃
に
比
べ
、
最

近
（
１
９
８
１
年
現
在
）
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
著
し
く
減
少
し
た
と
い
う
。 

◎
イ
ノ
シ
シ
と
林
業 

 

第
６
図
は
、
「
斐
太
後
風
土
記
」
か
ら
、
産
物
に
イ
ノ
シ
シ
の
記
載
の
あ

る
村
を
選
び
分
布
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
村
の
地
名
は
、
す
べ
て
現
在

の
地
図
か
ら
確
認
で
き
た
が
、
地
図
上
の
地
名
は
、
実
際
の
村
の
位
置
と

多
少
ず
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
個
体
数
の
記
載
も
多
く
の
村
で
あ
っ

た
が
、
図
中
に
数
量
は
加
味
し
て
い
な
い
。
第
６
図
は
、
第
５
図
と
矛
盾

の
な
い
分
布
を
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
イ
ノ
シ
シ

の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

第
６
図
に
よ
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
を
狩
猟
し
た
村
は
高
山
よ
り
南
の
益
田

川
沿
い
の
飛
騨
南
部
に
多
い
が
、
飛
騨
北
西
部
や
飛
騨
北
東
部
に
も
散
見

さ
れ
る
。 

第
２
図
や
第
５
図
の
冬
季
の
積
雪
分
布
も
加
味
す
る
と
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
密
度
は
南
に
高
か
っ
た
と
推

測
す
る
が
、
当
時
、
山
岳
地
を
除
く
飛
騨
の
ほ
ぼ
全
域
に
イ
ノ
シ
シ
が
生

息
し
、
積
雪
期
に
は
南
方
に
移
動
し
た
と
考
え
る
（
第
１
図
）
。
前
述
の
よ

う
に
、
飛
騨
北
部
、
特
に
積
雪
の
多
い
白
川
村
な
ど
の
各
地
に
も
「
シ
シ

突
槍
」
が
残
り
、
農
作
物
へ
の
被
害
の
記
録
も
多
く
残
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第６図 斐太後風土記にイノシシの記載のある村の分布 

 

 

第７図 元伐村の分布 宝暦初（1751）年 

    (上村、1954) 
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次
に
、
江
戸
末
期
の
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
と
当
時
の
林
業
者
の
関
係
を
見

る
た
め
第
７
図
を
示
す
（
上
島
、
１
９
５
４
）
。
小
島
ほ
か
（
１
９
８
７
）

も
参
考
に
す
る
と
、
図
中
の
山
方
４
８
ヶ
村
は
、
小
坂
郷
と
阿
多
野
郷

（
飛
騨
南
東
部
）
の
村
々
の
こ
と
で
、
同
地
域
で
の
御
用
木
元
伐
（
幕
府

が
用
材
を
伐
採
し
、
江
戸
で
売
っ
た
り
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
）
を
生
業

と
し
て
い
た
。
明
和
９
（
１
７
７
２
）
年
に
、
乱
伐
の
結
果
、
良
材
が
少

な
く
な
り
元
伐
が
中
止
さ
れ
た
。 

小
島
ほ
か
（
１
９
８
７
）
に
よ
る
と
、
元
伐
の
中
止
は
大
原
騒
動
の
一

因
に
な
る
が
、
そ
の
後
、
完
全
に
禁
止
は
で
き
ず
、
寛
政
７
（
１
７
９
５
）

年
、
元
伐
４
８
ヶ
村
の
う
ち
、
２
５
ヶ
村
に
元
伐
が
復
活
し
た
。
ま
た
、

図
中
の
買
請
米
（
山
方
米
）
と
は
、
元
伐
の
休
止
の
代
償
と
し
て
、
林
業

者
の
権
利
で
あ
る
買
請
米
を
購
入
し
た
村
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
は
、
山

方
米
の
廃
止
が
梅
村
騒
動
の
一
因
と
な
っ
た
。 

 

さ
て
、
第
６
図
と
第
７
図
を
比
較
す
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
記
載
の
多
い

飛
騨
南
部
は
、
分
水
嶺
の
南
側
の
山
方
４
８
ヶ
村
に
加
え
た
買
請
米
購
入

村
の
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
特
に
、
飛
騨
南
西
部
（
分
水
界
の
近
く
）

の
島
状
に
独
立
し
て
分
布
す
る
買
請
米
購
入
村
の
地
域
も
イ
ノ
シ
シ
の
記

載
が
あ
り
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。 

こ
れ
は
、
飛
騨
南
部
は
積
雪
が
少
な
く
イ
ノ
シ
シ
の
密
度
が
高
い
地
域

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
林
業
に
関
わ
る
飛
騨
南
部
の
村
々
は
、
イ
ノ
シ
シ

を
狩
猟
で
き
る
環
境
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
推
測
す
る
。
矢
ヶ
崎
（
１
９
９

７
）
に
よ
れ
ば
、
益
田
郡
（
飛
騨
南
部
）
の
村
の
ほ
う
が
、
他
地
域
に
比

べ
代
官
所
か
ら
鉄
砲
が
多
く
貸
し
出
さ
れ
た
と
い
う
。 

一
方
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
飛
騨

北
東
部
や
北
西
部
の
村
に
も
、
獣
害
に
悩
ま
さ
れ
る
相
当
数
の
イ
ノ
シ
シ

が
い
た
と
み
る
。 

第
６
図
で
は
、
環
境
省
の
調
査
（
岐
阜
県
、
２
０
２
０
）
に
よ
る
、
１

９
７
８
年
当
時
の
イ
ノ
シ
シ
の
お
よ
そ
の
分
布
の
北
限
も
示
し
た
。
北
限

は
、
飛
騨
を
西
か
ら
南
東
に
横
切
っ
て
お
り
、
小
山
（
１
９
８
１
）
の
推

定
と
一
致
す
る
。  

◎
イ
ノ
シ
シ
と
気
候 

次
に
、
気
候
と
の
関
係
を
み
る
た
め
第
８
図
（
中
田
、
２
０
１
９
）
を

示
す
。
第
８
図
は
、
筆
者
が
山
頂
付
近
で
見
つ
け
た
ブ
ナ
と
ヒ
ノ
キ
の
分

布
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
飛
騨
北
西
部
中
心
の
ブ
ナ
地
域
と
内
陸
部

中
心
の
ヒ
ノ
キ
地
域
に
分
か
れ
る
。
確
認
時
期
も
同
じ
で
な
く
、
植
林
の

影
響
も
あ
る
の
で
厳
密
な
議
論
は
で
き
な
い
が
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）

年
の
ヒ
ノ
キ
の
分
布
（
上
島
、
１
９
５
６
）
と
同
じ
よ
う
な
分
布
（
中
田
、

 

第８図 ブナの山とヒノキの山の分布(中田、2019) 
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２
０
１
９
）
で
あ
る
。
落
合
（
１
９
７
４
）
に
よ
る
と
、
飛
騨
の
ブ
ナ
純

林
は
２
０
０
年
、
ヒ
ノ
キ
純
林
は
２
５
０
年
の
年
齢
と
見
積
も
ら
れ
る
。 

ま
た
、
第
８
図
の
ブ
ナ
地
域
と
ヒ
ノ
キ
地
域
は
、
こ
れ
ら
の
樹
種
の
み

付
近
を
占
め
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
植
林
の
影
響
の
少
な
い
山
頂
で
、

そ
の
木
を
確
認
し
た
と
い
う
分
布
図
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
地
域
に
も
、
山

麓
な
ど
に
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
落
葉
樹
の
２
次
林
や
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
植
林
地
が
あ
る
（
写
真
３
）
。 

中
田
（
２
０
１
９
）
に
よ
る
と
、
ブ
ナ
地
域
は
冬
の
多
雪
、
ヒ
ノ
キ
地

域
は
、
冬
の
乾
燥

と
春
夏
秋
の
多
降

水
に
対
応
し
て
い

る
。
ブ
ナ
は
冷
温

帯
の
代
表
種
（
大

場
、
１
９
９
１
）

で
、
非
植
林
地
の

ヒ
ノ
キ
は
中
間
温

帯
林
（
小
野
木
、

１
９
８
９
）
で
あ

る
。
藤
尾
（
１
９

７

５

）

に

よ

る

と
、
ブ
ナ
は
乾
燥

し
て
い
て
霜
害
の

多
い
内
陸
性
の
気

候
に
弱
く
、
ヒ
ノ

キ
は
積
雪
に
弱
く

内
陸
性
の
気
候
を

好
む
。
中
間
温
帯

林
の
地
域
は
シ
イ
ノ
キ
な
ど
照
葉
樹
の
暖
温
帯
と
ブ
ナ
の
冷
温
帯
の
間
に

あ
る
が
、
そ
こ
が
ち
ょ
う
ど
、
江
戸
時
代
に
は
木
曽
五
本
（
ヒ
ノ
キ
、
ア

ス
ナ
ロ
、
マ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ネ
ズ
コ
）
を
対
象
と
す
る
林
業
地
に
な
っ
た
。 

第
６
図
と
第
８
図
を
比
較
す
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
密
度
が
高
い
飛
騨
南

部
や
中
部
は
ヒ
ノ
キ
地
域
と
重
な
る
。
こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
イ
ノ
シ
シ

も
ヒ
ノ
キ
も
、
多
雪
を
好
ま
な
い
こ
と
の
反
映
だ
と
考
え
る
。 

第
８
図
は
、
樹
木
の
生
育
を
考
え
る
と
、
１
０
０
年
単
位
の
気
候
の
影

響
を
受
け
た
植
生
分
布
で
あ
る
。
一
方
、
イ
ノ
シ
シ
の
変
動
は
年
単
位
で

大
き
い
。
ま
た
、
ブ
ナ
も
ヒ
ノ
キ
も
イ
ノ
シ
シ
の
え
さ
で
は
な
い
の
で
、

両
者
は
直
接
関
係
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
気
候
分
布
を
ベ
ー
ス
に
、
イ

ノ
シ
シ
は
、
え
さ
を
求
め
て
南
下
北
上
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 六 

明
治
２
０
年
代
か
ら
昭
和
３
０
年
頃
ま
で
の
減
少
期
の
イ
ノ
シ
シ 

 

◎
イ
ノ
シ
シ
個
体
数
と
積
雪
デ
ー
タ 

 

明
治
２
０
（
１
８
８
７
）
年
代
に
な
っ
て
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
減
少
し
た

理
由
に
は
、
狩
猟
圧
の
高
ま
り
や
豚
熱
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
稿

で
は
、
気
象
デ
ー
タ
か
ら
、
明
治
か
ら
令
和
に
か
け
て
の
イ
ノ
シ
シ
の
変

動
要
因
を
探
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
問
題
点
が
あ
る
。
①
イ
ノ
シ
シ
の
個

体
数
の
変
動
と
積
雪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
の
計
測
が
容
易
で

な
い
た
め
、
体
験
的
証
言
し
か
な
い
。
つ
ま
り
数
量
的
に
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
②
明
治
初
期
は
、
高
山
測
候
所
が
未
整
備
で
デ
ー
タ
が
な
い
。 

 
そ
こ
で
①
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
（
２
０
２
０
）
が
狩
猟
者
に
よ
る
目

撃
情
報
及
び
捕
獲
情
報
か
ら
、
岐
阜
県
の
個
体
数
を
推
定
し
て
い
る
。
期

間
は
、
平
成
１
９
（
２
０
０
７
）
年
か
ら
１
２
年
間
で
あ
る
（
第
９
図
）
。

推
定
値
で
あ
る
が
確
立
し
た
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
、
イ
ノ
シ
シ

の
個
体
数
と
最
深
積
雪
に
相
関
が
あ
る
か
調
べ
た
。 

 

 写真３ 登山道の標識(仏ヶ尾山、下呂市萩原町野上) 

     (コナラ、クリなど⒉次林が多い) 
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こ
の
個
体
数
は
岐
阜
県
全
体
が
対
象
で
あ
る
が
、
飛
騨
の
個
体
数
と
連

動
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
、
高
山
の
各
年
の
１
月
の
最
深
積
雪
と
の
相
関

関
係
を
調
べ
た
。
そ
の
散
布
図
が
第
１
０
図
で
、
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
４
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
や
や
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
最
深
積
雪

が
大
き
い
ほ
ど
個
体
数
が
少
な
い
傾
向
を
読
み
取
れ
る
。
高
山
の
最
深
積

雪
に
よ
っ
て
、
飛
騨

の
イ
ノ
シ
シ
の
個
体

数
を
論
ず
る
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
る
。 

◎
明
治
初
期
の
積

雪
量
の
推
定 

次
に
②
に
つ
い
て

は
、
い
ち
早
く
整
備

さ
れ
た
岐
阜
地
方
気

象
台
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
、
高
山
測
候
所

で
観
測
が
始
ま
る
ま

で
の
期
間
、
高
山
で

の
積
雪
量
を
推
定
す

る
こ
と
に
し
た
。
高

山
測
候
所
の
気
温
デ

ー
タ
は
明
治
３
２

（
１
８
９
９
）
年
６

月
か
ら
、
積
雪
デ
ー

タ
は
明
治
３
５
（
１

９
０
２
）
年
１
月
か

ら
で
あ
る
。
一
方
、

岐
阜
地
方
気
象
台
は
、
明
治
１
６
（
１
８
８
３
）
年
か
ら
観
測
デ
ー
タ
が

あ
る
。 

し
か
し
、
太
平
洋
側
の
岐
阜
の
積
雪
デ
ー
タ
を
直
接
用
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
冬
型
気
圧
配
置
に
よ
り
積
雪
を
み
る
高
山
と
、
積
雪
の
少
な
い

岐
阜
と
デ
ー
タ
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
岐
阜
の
気
温

デ
ー
タ
と
高
山
の
気

温
デ
ー
タ
の
関
係
を

確
認
し
た
う
え
で
、

岐
阜
の
気
温
デ
ー
タ

か
ら
高
山
の
積
雪
を

推
定
す
る
こ
と
に
し

た
。 ま

ず
、
岐
阜
も
高

山
も
デ
ー
タ
の
あ
る

明
治
３
３
（
１
９
０

０
）
年
以
降
、
令
和

５
（
２
０
２
３
）
年

ま
で
の
、
岐
阜
と
高

山
の
１
月
の
平
均
気

温
の
相
関
係
数
を
求

め
た
。
そ
の
散
布
図

が
第
１
１
図
で
、
相

関

係

数

は

プ

ラ

ス

０
・
９
５
で
あ
っ
た
。

相
関
係
数
も
大
き
く
、

両
者
の
気
温
は
十
分

連
動
し
て
い
る
と
み

 

第９図 岐阜県に生息するイノシシの個体数推定結果(岐阜県、2020) 

 

第 10図 イノシシの推定個体数(岐阜県、2020)と高山の１月の 

       最深積雪の関係(2007～2018年) 
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る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
気
温
の
絶
対
値
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
岐
阜
の
気

温
が
低
い
ほ
ど
高
山
の
気
温
も
低
い
。
岐
阜
が
厳
冬
な
ら
高
山
も
厳
冬
と

考
え
て
良
い
。
し
た
が
っ
て
、
岐
阜
の
１
月
の
平
均
気
温
と
高
山
の
１
月

の
最
深
積
雪
と
い
う
異
な
る
地
点
の
異
な
る
気
象
要
素
の
相
関
を
論
ず
る

こ
と
は
問
題
な
い
と
考
え
る
。 

次
に
、
岐
阜

も
高
山
も
デ
ー

タ
の
あ
る
明
治

３
５
（
１
９
０

２
）
年
以
降
、

令
和
５
（
２
０

２
３
）
年
ま
で

の
、
岐
阜
の
平

均

気

温

（

１

月
）
と
、
高
山

の
最
深
積
雪
の

相

関

を

求

め

た
。
そ
の
グ
ラ

フ
が
第
１
２
図

で
、
相
関
係
数

は
、
マ
イ
ナ
ス

０
・
５
２
で
あ

っ
た
。
相
関
係

数
は
、
相
関
を

考
え
て
も
良
い

値

と

判

断

し

た
。
岐
阜
の
気
温
が
低
い
ほ
ど
高
山
の
最
深
積
雪
が
深
く
な
る
傾
向
を
読

み
取
れ
る
。 

そ
し
て
、
第
１
２
図
の
中
央
値
を
つ
な
ぐ
一
次
関
数
に
、
岐
阜
の
明
治

１
６
（
１
８
８
３
）
年
か
ら
明
治
３
４
（
１
９
０
１
）
年
ま
で
の
１
月
の

各
年
の
気
温
デ
ー
タ
（
高
山
に
デ
ー
タ
の
な
い
期
間
）
を
代
入
し
て
、
各

年
の
高
山
の

最
深
積
雪
の

推
定
値
を
算

出
し
た
。 

 

第
１
３
図

は
、
推
定
値

の
期
間
（
１

８
８
３―

１

９
０
１
）
と

実
測
値
の
期

間
（
１
９
０

２―

２
０
２

３
）
を
合
わ

せ
て
、
高
山

に
お
け
る
１

月
の
最
深
積

雪
の
推
移
を

示
す
。
イ
ノ

シ
シ
が
い
な

く
な
っ
た
明

治
２
０
（
１

８
８
７
）
年

 

第 11 図 岐阜１月の平均気温と高山１月の平均気温の関係 

    (明治 33年～令和５年、1900～2023)     

 

第 12図 岐阜１月の平均気温と高山１月の最深積雪の関係 

    (明治 35年～令和５年、1902～2023) 
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代
は
推
定
値
で
あ
る
が
、
積
雪
の
多
い
年
が
連
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
最
近
積
雪
の
多
か
っ
た
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
１
月
、
高
山
の
最

深
積
雪
が
５
６
ｃ
ｍ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
基
準
に
す
る
と
、
そ
れ
以

上
の
年
が
ほ
と
ん
ど
連
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
２
０
（
１
８
８
７
）

年
代
以
前
は
、
５
６
豪
雪
に
匹
敵
す
る
最
深
積
雪
１
０
０
ｃ
ｍ
以
上
の
年

が
連
続
し
て
並
ん
で
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。 

飛
騨
の
他
地
域
の
積
雪
量
の
絶
対
値
は
当
然
高
山
と
異
な
る
。
し
か
し
、

冬
型
気
圧
配
置
時
の
飛
騨
の
積
雪
分
布
は
、
地
形
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

常
に
北
西
部
に
多
く
南
部
に
少
な
い
パ
タ
ー
ン
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
応
じ
て
、
高
山
と
同
じ
よ
う
な
積
雪
量
の
変
化
を
示
す
と

考
え
る
。 

◎
大
雪
と
イ
ノ
シ
シ
の
減
少 

そ
こ
で
、
岐
阜
地
方
気
象
台
（
１
９
６
５
）
発
行
の
「
岐
阜
県
災
異
史
」

で
、
明
治
初
年
か
ら
昭
和
３
９
年
（
１
８
６
８―

１
９
６
４
）
ま
で
、
高

山
測
候
所
（
１
９
９
９
）
発
行
の
「
飛
騨
の
気
象
」
で
明
治
３
２
年
か
ら

平
成
１
０
年
（
１
８
９
９―

１
９
９
８
）
ま
で
に
つ
い
て
、
飛
騨
で
の
大

雪
、
雪
害
の
記
録
を
調
べ
た
。
発
生
期
間
は
、
雪
が
深
く
な
る
１
、
２
月 

に
限
り
、
雪
崩
の
み
の
災
害
は
降
雨
や
地
形
の
関
連
も
あ
る
の
で
除
い
た
。 

こ
れ
が
第
１
表
で
あ
る
。
表
に
は
参
考
の
た
め
大
雪
・
雪
害
発
生
年
の
高

山
の
１
月
の
最
深
積
雪
も
示
し
た
。 

第
１
表
に
よ
る
と
、
高
山
に
デ
ー
タ
の
な
い
１
例
と
、
１
９
７
７
年
の

１
例
を
除
き
、
す
べ
て
高
山
の
最
深
積
雪
が
５
０
ｃ
ｍ
以
上
で
あ
っ
た
。

明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
「
猪
の
猟
獲
多
し
」
と
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
１
１
（
１
９
３
６
）
年
の
記
録
か
ら
、
明
治
１
６
（
１
８
８

３
）
年
に
大
雪
が
あ
っ
た
こ
と
が
間
接
的
に
わ
か
る
。 

と
こ
ろ
が
、
推
定
値
と
は
い
え
大
雪
が
続
い
た
明
治
２
０
（
１
８
８
７
）

年
代
に
つ
い
て
、
第
１
表
に
は
大
雪
災
害
の
記
録
が
な
い
。
こ
れ
を
疑
問

 

 

第 13図 高山の１月の最深積雪の経年変化(明治 16年～令和５年、1883～2023) 
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に
思
い
、
他
の
資
料
（
新

聞
記
事
）
を
調
べ
た
。
す

る
と
、
１
９
９
１
年
１
月

１
９
日
付
中
日
新
聞
の
記

事
に
「
９
８
年
前
の
大
雪

被
害
生
々
し
く
」
と
い
う

切
り
抜
き
が
あ
っ
た
。 

つ
ま
り
、
中
日
新
聞
に

よ
る
と
「
高
山
市
の
吉
村

広
一
さ
ん
が
吉
城
郡
神
岡

町
で
の
大
雪
被
害
を
伝
え

る
当
時
の
絵
入
り
新
聞
を

入
手
し
た
。
京
都
で
発
行

さ
れ
た
新
聞
の
記
事
で

は
、
明
治
２
６
（
１
８
９

３
）
年
、
２
月
２
４
日
午

後
５
時
ご
ろ
、
神
岡
鉱
山

の
従
業
員
宿
舎
で
雪
崩
が

起
き
、
１
１
戸
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
出
火
。
男
１
４

人
、
女
１
６
人
が
圧
死
ま

た
は
焼
死
し
た
と
伝
え
て

い
る
。
事
件
発
生
か
ら
発

行
ま
で
１
３
日
も
過
ぎ
て

お
り
、
当
時
の
情
報
伝
達

の
不
自
由
さ
を
忍
ば
せ

る
。
か
つ
て
神
岡
鉱
山
に

 

第１表 飛騨における明治初(1868)年から平成 10(1998)年までの大雪災害 

      （岐阜地方気象台、1965  高山測候所、1999から作成） 
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勤
務
、
鉱
山
史
編
さ
ん
に
も
携
わ
っ
た
奥
田
静
平
さ
ん
の
話
で
は
、
当
時

は
鉱
山
で
雪
崩
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
続
発
し
、
明
治
１
４
（
１
８
８
１
）

年
１
月
、
２
０
（
１
８
８
７
）
年
３
月
、
２
６
（
１
８
９
３
）
年
、
４
１

（
１
９
０
８
）
年
３
月
な
ど
、
い
ず
れ
も
３
０
人
を
超
え
る
死
者
が
記
録

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。 

こ
の
記
事
か
ら
、
明
治
１
０―

２
０
年
（
１
８
７
７―

１
８
８
７
）
代

は
、
「
岐
阜
県
災
異
史
」
に
記
録
は
な
い
が
、
飛
騨
で
大
雪
年
が
続
発
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
中
期
ま
で
は
、
山
間
の
事
件
の
情
報
が
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
の
高
山
の
最
深

積
雪
の
推
定
値
は
、
あ
る
程
度
信
頼
で
き
る
と
考
え
る
。 

以
上
か
ら
、
明
治
２
０
（
１
８
８
７
）
年
代
の
イ
ノ
シ
シ
の
全
国
的
な

減
少
に
は
、
少
な
く
と
も
飛
騨
で
は
明
治
初
期
の
寒
冷
大
雪
年
の
連
続
が

基
礎
的
な
要
因
だ
と
推
測
す
る
。 

 

七 

昭
和
３
０
年
代
か
ら
最
近
ま
で
の
増
加
期
の
イ
ノ
シ
シ 

 

再
び
、
第
１
３
図
で
、
明
治
以
降
の
デ
ー
タ
、
特
に
昭
和
３
０
（
１
９

５
５
）
年
代
を
見
る
と
、
３
８
豪
雪
や
５
６
豪
雪
の
最
深
積
雪
が
、
明
治

初
期
に
匹
敵
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
豪
雪
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸

時
代
の
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
の
大
雪
を
始
め
、
３
８
豪
雪
や
５
６
豪

雪
で
、
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
が
減
少
し
た
こ
と
は
記
録
と
し
て
確
か
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
豪
雪
後
に
も
一
時
的
に
イ
ノ
シ
シ
が
減
少
し
た
。 

で
は
、
な
ぜ
昭
和
３
０
（
１
９
５
５
）
年
代
以
降
イ
ノ
シ
シ
が
増
加
し

た
の
か
。
３
８
豪
雪
や
５
６
豪
雪
は
そ
の
抜
き
出
た
積
雪
量
か
ら
、
大
豪

雪
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
５
年
を
見
る
と
、
特
に
５
６
豪
雪
で
は
そ
れ
ほ

ど
積
雪
量
は
大
き
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
豪
雪
の
後
、
５
年
も
す
る
と
イ

ノ
シ
シ
の
生
息
数
は
回
復
し
た
と
考
え
る
。 

こ
れ
を
、
確
か
め
る
た
め
に
第
１
４
図
を
作
成
し
た
。
つ
ま
り
、
大
雪

が
頻
発
し
た
年
が
続
く
と
、
少
し
遅
れ
て
１
０
年
単
位
で
の
イ
ノ
シ
シ
の

個
体
数
が
変

動
す
る
と
考

え
た
。
第
１

表
に
よ
り
、

高
山
で
の
最

深
積
雪
が
５

０
ｃ
ｍ
を
超

え
る
年
は
、

人
に
災
害
を

も
た
ら
す
よ

う
な
大
雪
年

と

仮

定

し

た

。

そ

し

て
、
１
０
年

ご
と
に
分
け

て
、
５
０
ｃ

ｍ
以
上
の
最

深
積
雪
の
年

の
回
数
を
グ

ラ

フ

に

し

た
。
推
定
値

と
観
測
値
を

混
在
さ
せ
な

い
た
め
、
都

合
上
、
グ
ラ

 

第 14図 10年ごとの高山１月最深積雪 50cm以上の回数の変化 

         (1883～1891年のみ９年間) 
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フ
の
左
端
の
最
初
の
明
治
１
６
（
１
８
８
３
）
年
か
ら
明
治
２
４
（
１
８

９
１
）
年
の
グ
ラ
フ
の
み
、
９
年
間
の
中
で
の
値
で
あ
る
。 

 

第
１
４
図
か
ら
、
明
治
の
初
期
は
、
ほ
と
ん
ど
高
山
で
の
最
深
積
雪
が

毎
年
５
０
ｃ
ｍ
以
上
の
大
雪
の
頻
度
が
高
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
後
、

昭
和
に
か
け
て
大
雪
年
の
頻
度
は
小
さ
く
な
っ
た
。
１
０
年
単
位
で
は
、

明
治
初
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
大
雪
の
頻
度
の
減
少
が
、
昭
和
３
０

（
１
９
５
５
）
年
頃
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
の
増
加
に
影
響
し
た
と
考
え
る
。 

 

八 

小
氷
期
と
イ
ノ
シ
シ
の
変
動 

 

現
在
は
、
地
球
温
暖
化
の
時
代
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
は
小
氷
期
の
終

期
に
あ
た
る
。
小
氷
期
は
、
１
６
世
紀
（
１
５
０
０
年
代
）
頃
か
ら
１
９

世
紀
（
１
８
０
０
年
代
）
半
ば
ま
で
の
約
３
０
０
年
間
の
気
候
が
寒
冷
で

あ
る
時
代
を
い
う
（
詳
し
く
は
、
岩
田
、
２
０
２
３
参
照
）。 

小
氷
期
の
初
期
と
末
期
、
す
な
わ
ち
１
６
世
紀
と
１
６
世
紀
お
よ
び
１

９
世
紀
に
は
、
北
日
本
・
東
日
本
で
寒
冬
・
大
雪
が
高
頻
度
で
現
わ
れ
た
。

１
６
世
紀
は
関
東
地
方
に
、
１
９
世
紀
（
１
８
０
０
年
代
）
、
中
部
地
方

（
飛
騨
も
含
む
）
で
、
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
冷
夏
だ
け
で
は
な
く
、

し
ば
し
ば
寒
冬
・
大
雪
に
も
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
、
小
氷
期
を
特
徴
づ
け

る
現
象
で
あ
る
（
山
川
、
１
９
９
３
）
。 

 

中
田
（
１
９
９
４
）
に
よ
れ
ば
、
飛
騨
で
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

天
明
天
保
期
の
冷
夏
で
は
人
口
が
減
少
し
た
。
一
方
で
、
冬
季
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
の
大
雪
の
記
録
も
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
小
氷
期
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
も
大
雪
に
よ
り
減
少
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
（
野
村
、
１
９
６
９
）
が
、
全
般
と
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害

の
記
録
が
多
く
残
る
。 

小
氷
期
の
江
戸
時
代
、
飛
騨
に
イ
ノ
シ
シ
が
生
息
で
き
た
理
由
は
、
冷

夏
年
と
厳
冬
年
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
現
わ
れ
、
冷
夏
年
ま
た
は
厳
冬
年
が

毎
年
、
連
続
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
中
田
、
１
９
９
４
）
。

丹
生
川
村
の
横
山
六
兵
衛
の
日
記
に
よ
る
と
、
飢
饉
の
天
保
年
間
（
１
８

３
０
年
頃
）
で
さ
え
、
冷
夏
の
年
と
冷
夏
の
年
の
間
に
豊
作
の
年
が
現
わ

れ
て
い
る
（
高
橋
、
１
９
５
５
）
。 

江
戸
時
代
に
も
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域
は
変
動
し
た
と
推
測
す
る
が
、
小

氷
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
段
階
で
は
、
飛
騨

の
多
く
の
地
域
に
イ
ノ
シ
シ
が
生
息
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
初
中
期

（
１
８
０
０
年
代
）
、
小
氷
期
最
後
の
寒
冷
大
雪
年
が
連
続
し
て
現
れ
、
イ

ノ
シ
シ
の
個
体
数
が
減
少
に
向
か
っ
た
と
考
え
る
。 

 

九 

最
近
の
イ
ノ
シ
シ
の
動
向
と
豚
熱 

 

環
境
省
自
然
環
境
局
（
２
０
２
２
）
の
イ
ノ
シ
シ
の
日
本
の
推
定
個
体

数
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
２
０
１
０
年
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
の
後
は
減
少
あ

る
い
は
停
滞
傾
向
で
あ
る
。
第
１
４
図
の
１
０
年
単
位
の
大
雪
回
数
は
、

温
暖
化
に
伴
い
減
少
し
、
１
９
８
２
～
１
９
９
１
年
を
底
と
し
て
、
少
な

い
傾
向
で
あ
る
。 

最
近
、
平
成
３
０
（
２
０
１
８
）
年
、
岐
阜
県
で
豚
熱
（
豚
コ
レ
ラ
）

が
２
６
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
全
国
に
広
が
っ
た
。
以
下
、
津
田
（
２
０
２

３
）
に
よ
り
豚
熱
に
つ
い
て
説
明
す
る
。 

豚
熱
は
、
豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
豚
と
イ
ノ
シ
シ

に
共
通
し
て
感
染
す
る
（
ヒ
ト
に
は
感
染
し
な
い
）
。
致
死
率
が
高
く
、
養

豚
業
で
は
、
恐
れ
ら
れ
て
い
る
病
気
で
、
日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

っ
て
撲
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
ル
ス
は
、
感
染
動
物
の
ふ
ん
な
ど

を
通
じ
て
、
こ
れ
と
接
触
し
た
豚
や
イ
ノ
シ
シ
に
感
染
す
る
。 

続
い
て
、
日
本
の
豚
熱
は
、
明
治
２
０
（
１
８
８
７
）
年
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
輸
入
し
た
種
豚
で
発
生
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
疫
学
調
査
の
結
果
、

豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
は
、
海
外
か
ら
侵
入
し
、
最
初
に
野
生
イ
ノ
シ
シ
群
に
感
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染
し
、
養
豚
場
に
伝
播
し
た
可
能
性
が
高
い
。
２
０
２
３
年
現
在
、
養
豚

場
と
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
相
互
に
広
ま
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。 

岐
阜
県
（
２
０
２
３
）
に
よ
る
と
、
平
成
３
０
（
２
０
１
８
）
年
９
月
、

岐
阜
市
で
確
認
さ
れ
た
感
染
イ
ノ
シ
シ
は
拡
大
を
続
け
、
令
和
元
（
２
０

１
９
）
年
９
月
に
は
全
３
４
市
町
村
で
感
染
を
確
認
し
た
。
現
在
、
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
感
染
対
策
は
、
生
息
密
度
を
低
下
さ
せ
る
捕
獲
の
強
化

と
、
抗
体
を
付
与
す
る
た
め
の
経
口
ワ
ク
チ
ン
散
布
を
行
っ
て
い
る
。 

池
田
（
２
０
２
１
）
は
、
郡
上
、
下
呂
、
高
山
で
、
豚
熱
の
イ
ノ
シ
シ

個
体
群
へ
の
影
響
を
調
べ
、
飛
騨
地
域
で
イ
ノ
シ
シ
が
減
少
し
た
こ
と
を

確
認
し
た
。 

概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
期
間
は
、
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
２
０

２
０
年
８
月
、
狩
猟
メ
ッ
シ
ュ
（
区
域
）
内
に
、
１
台
ず
つ
自
動
撮
影
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。
調
査
地
付
近
で
の
最
初
の
豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
は

２
０
１
９
年
４
月
８
日
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
降
、
イ
ノ
シ
シ
個
体
群
は

豚
熱
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
仮
定
し
た
。
調
査
期
間
中
、
カ
メ
ラ
の
記

録
を
元
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
相
対
密
度
指
標
を
算
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
豚

熱
の
発
生
前
後
で
、
イ
ノ
シ
シ
個
体
数
が
減
少
し
た
。
同
期
間
の
狩
猟
者

の
影
響
は
少
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
岐
阜
県
北
部
で
の
観
察
さ
れ
た
劇 

的
な
イ
ノ
シ
シ
個
体
数
の
減
少
は
、
積
雪
の
影
響
の
ほ
か
、
特
に
、
豚
熱

ウ
ィ
ル
ス
と
持
続
的
な
捕
獲
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
乗
効
果
が
要
因
だ
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

分
水
嶺
が
近
い
高
山
市
久
々
野
町
で
は
、
畑
に
残
る
足
跡
を
見
る
と
、

そ
れ
ほ
ど
イ
ノ
シ
シ
は
減
っ
て
い
な
い
印
象
だ
と
い
う
話
も
聞
く
。
豚
熱

の
感
染
の
影
響
は
未
知
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
は
、
国
や
県
の
方
針
で
積
極

的
な
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
飛
騨
で
の
イ
ノ

シ
シ
の
個
体
数
や
分
布
は
そ
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

金
森
（
２
０
０
３
）
に
よ
る
と
、
生
態
系
の
頂
点
に
あ
っ
た
ニ
ホ
ン
オ

オ
カ
ミ
の
絶
滅
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
群
管
理
を
行
う
上

で
大
き
な
痛
手
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
個
体
数
の
変
動
が
１
年
の

中
で
も
多
く
、
個
体
数
管
理
が
難
し
い
。
個
体
数
の
推
定
値
も
す
ぐ
に
役

立
た
な
く
な
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
維
持
管
理
体
制
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と

い
う
。 

 

十 

ま
と
め 

 

江
戸
時
代
末
期
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
と
変
動
を
振

り
返
っ
た
。
そ
し
て
、
時
代
順
に
、
農
作
物
被
害
や
狩
猟
な
ど
人
間
と
イ

ノ
シ
シ
の
相
互
関
係
を
、
積
雪
や
植
生
な
ど
自
然
環
境
の
イ
ノ
シ
シ
へ
の

影
響
も
含
め
て
検
討
し
た
。
最
近
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
へ
の
豚
熱
の

感
染
拡
大
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
飛
騨
で
の
イ
ノ
シ
シ
の
個

体
数
と
分
布
に
関
連
す
る
社
会
的
、
自
然
的
要
因
を
で
き
る
だ
け
ま
と
め

て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
論
じ
た
。
明
治
以
来
の
飛
騨
で
の
イ
ノ

シ
シ
の
時
間
的
変
動
を
、
積
雪
に
関
す
る
気
象
デ
ー
タ
の
変
動
か
ら
説
明

し
た
。
た
だ
し
、
最
近
の
獣
害
や
狩
猟
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

①
江
戸
時
代
は
、
小
氷
期
の
時
代
で
、
冷
夏
厳
冬
が
そ
れ
ぞ
れ
頻
発
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
は
特
に
、
厳
冬
の
積
雪
の
影
響
を
受
け
、
飛
騨
で
も
文
化
５

（
１
８
０
８
）
年
の
大
雪
と
イ
ノ
シ
シ
の
減
少
の
記
録
が
残
る
。
し
か

し
、
厳
冬
年
が
連
続
し
て
出
現
し
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
江

戸
時
代
の
多
く
の
農
作
物
被
害
や
狩
猟
の
記
録
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
は
そ

の
個
体
数
と
分
布
を
変
動
さ
せ
な
が
ら
飛
騨
に
生
息
し
た
。 

②
明
治
初
期
は
、
飛
騨
全
域
に
イ
ノ
シ
シ
が
分
布
し
た
。
特
に
、
飛
騨
南

部
は
、
積
雪
が
少
な
く
イ
ノ
シ
シ
の
密
度
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
林
業
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者
が
多
い
地
域
に
捕
獲
の
記
録
が
多
く
残
っ
た
。
飛
騨
南
部
は
、
も
と

も
と
ヒ
ノ
キ
の
生
育
に
適
し
た
気
候
で
、
そ
こ
に
林
業
が
発
達
し
た
。 

③
明
治
中
期
に
か
け
て
、
飛
騨
の
イ
ノ
シ
シ
は
減
少
し
生
息
域
も
南
下
し

た
。
そ
れ
は
、
明
治
１
０
（
１
８
７
７
）
年
か
ら
２
０
（
１
８
８
７
）

年
代
を
ピ
ー
ク
に
大
雪
年
が
頻
発
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の
時
期

は
、
中
部
地
方
で
寒
冬
大
雪
が
頻
発
し
た
小
氷
期
末
期
と
一
致
す
る
。

明
治
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
入
っ
た
豚
熱
や
鉄
砲
の
普
及
に
よ
る
狩

猟
圧
の
増
加
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
詳
し
く
は
わ
か

ら
な
い
。 

④
昭
和
３
０
（
１
９
５
８
）
年
代
か
ら
、
飛
騨
の
イ
ノ
シ
シ
は
増
加
し
生

息
域
が
北
上
に
転
じ
た
。
農
作
物
被
害
の
対
策
で
、
山
地
と
農
地
の
間

に
柵
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
増
加
の
理
由
は
、
３
８
豪
雪
や
５

６
豪
雪
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
大
雪
の
頻
度
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

⑤
最
近
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
８
年
に
岐
阜
県
の
養
豚
場
で
豚
熱
が
確
認

さ
れ
た
。
豚
熱
は
、
海
外
か
ら
入
っ
た
が
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
と
豚
の
間

で
も
感
染
し
、
２
０
１
９
年
に
は
飛
騨
に
も
広
が
っ
た
。
高
山
、
下
呂
、

郡
上
で
の
調
査
で
、
豚
熱
の
影
響
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
の
減
少

が
確
認
さ
れ
た
。 
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岩
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猟
・
漁
労
、
『
神
岡
町
史
通
史
編
Ⅱ
』
、
飛

騨
市
教
育
委
員
会
、
１
１
８
３
Ｐ 

岩
田 

勲
（
２
０
２
３
）
：
小
氷
期
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
大
飢
饉
、
斐

太
紀
３
３
、
１
９
６―

１
９
９ 

岩
田 

修
（
２
０
１
８
）
：
『
斐
太
後
風
土
記
』
が
明
か
し
た
明
治
初
期
、

飛
騨
人
の
食
料
事
情
、
斐
太
紀
１
９
、
１
１
７―

１
４
０ 

上
島
正
徳
（
１
９
５
４
）
：
飛
騨
の
元
伐
地
域
、
岐
阜
大
学
研
究
報
告
人

文
科
学
２
、
『
濃
飛
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
上
島
教
授
退
官
記
念
事
業
会
、

８
７―

９
４ 

上
島
正
徳
（
１
９
５
６
）
：
飛
騨
に
お
け
る
林
業
に
関
す
る
若
干
の
地
域

的
考
察
、
岐
阜
大
学
研
究
報
告
人
文
科
学
４
、
『
濃
飛
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』

上
島
教
授
退
官
記
念
事
業
会
、
９
４―

１
０
７ 

浦
山
佳
恵
・
高
橋
春
成
（
１
９
９
５
）
：
岐
阜
県
清
見
村
周
辺
に
お
け
る

イ
ノ
シ
シ
の
分
布
変
動
と
住
民
の
対
応
、
地
理
学
評
論
６
８
、
６
８

０―

６
９
４ 

江
原
絢
子
（
１
９
９
１
）
：
『
斐
太
後
風
土
記
』
に
み
る
飛
騨
の
食
糧
、

『
山
の
民
の
民
俗
と
文
化
』
、
雄
山
閣
出
版
、
１
６
６―

１
９
４ 

大
場
秀
章
（
１
９
９
１
）：
『
森
を
読
む
』、
岩
波
書
店
、
１
６
１
Ｐ 
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落
合
圭
次
（
１
９
７
４
）
：
飛
騨
の
森
林
、
み
ど
り
（
名
古
屋
営
林
局
編

集
）
２
６
・
８
月
号
、
１
４―

２
３ 

小
野
木
三
郎
（
１
９
８
９
）
：
『
北
ア
ル
プ
ス
山
楽
山
歩
』
、
教
育
出
版
文

化
協
会
、
９
９
Ｐ 

小
鳥
幸
男
・
高
山
市
郷
土
館
・
高
山
考
古
学
研
究
会
・
伊
藤
浩
子
（
１

９
８
７
）
：
『
図
説
飛
騨
の
歴
史
』
、
株
式
会
社
郷
土
出
版
社
、
１
７
０

Ｐ 

角
竹
喜
登
（
１
９
６
９
）：
猪
追
の
文
献
例
、
飛
騨
春
秋
、
１
４
、
２
５ 

神
崎
伸
夫
（
１
９
９
８
）
：
オ
オ
カ
ミ
は
イ
ノ
シ
シ
を
救
う
、
『
人
は
な

ぜ
山
に
登
る
の
か
』、
平
凡
社
別
冊
太
陽
、
１
５
７―

１
５
８ 

梶
浦
敬
一
（
２
０
０
４
）
：
哺
乳
類
、
『
宮
村
史
自
然
編
』
、
宮
村
史
編
集

委
員
会
、
２
２
３
Ｐ 

梶
浦
敬
一
（
２
０
１
０
）
：
哺
乳
類
、
『
国
府
町
史
自
然
編
』
、
国
府
町
史

刊
行
委
員
会
、
２
５
１
Ｐ 

金
森
弘
樹
（
２
０
０
３
）
：
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
と
管
理
、
森
林
科
学
３
９
、

１
３―

２
０ 

環
境
省
自
然
環
境
局
（
２
０
２
２
）
：
全
国
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ

シ
の
個
体
数
推
定
の
結
果
に
つ
い
て
（
資
料
２
）
、
１―

３
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
） 

北
野
興
策
（
２
０
０
８
）
：
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
成
立
事
情―

戸
数
と

産
物
の
出
典
を
探
る―

、
『
飛
騨
歴
民
研
究
記
録
』
、
飛
騨
歴
史
民
俗

学
会
、
７
０―

７
４ 

清
見
村
教
育
委
員
会
（
１
９
８
６
）
：
『
き
よ
み
風
土
記
』
、
岐
阜
県
大
野

郡
清
見
村
、
６
８
０
Ｐ 

岐
阜
県
（
２
０
２
０
）
：
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
（
イ
ノ
シ
シ
）
、

第
２
期
、
岐
阜
県
、
１―

２
７
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

岐
阜
県
（
２
０
２
３
）
：
岐
阜
県
に
お
け
る
豚
熱
対
応
記
録
（
野
生
イ
ノ

シ
シ
対
策
）
、
９
７―

１
２
１
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

岐
阜
県
山
岳
連
盟
（
１
９
７
５
）
：
『
ぎ
ふ
百
山
』
、
岐
阜
日
日
新
聞
社
、

２
７
３
Ｐ 

岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会
（
１
９
８
２
）
：
『
岐
阜
ふ
る
さ
と
の
動

物
た
ち
』、
岐
阜
日
日
新
聞
社
、
１
９
６
Ｐ 

岐
阜
県
哺
乳
動
物
調
査
研
究
会
（
１
９
８
７
）
：
『
続
岐
阜
ふ
る
さ
と
の

動
物
た
ち
』
、
岐
阜
日
日
新
聞
社
、
３
８
２
Ｐ 

岐
阜
地
方
気
象
台
（
１
９
６
５
）
：
『
岐
阜
県
災
異
誌
』
、
岐
阜
県
郷
土
資

料
研
究
協
議
会
、
１
２
２
Ｐ 

桑
谷
正
道
（
１
９
７
０
）
：
富
田
礼
彦
に
つ
い
て
、
『
斐
太
後
風
土
記
』
、

雄
山
閣
（
ま
え
が
き
）
、
３―

１
０ 

小
泉
武
栄
・
松
本 

淳
・
松
井 

健
（
１
９
８
７
）
：
過
去
の
気
候
を
た

ど
る
、
松
井 

健
・
小
川 

肇
編
『
日
本
の
風
土
』
、
平
凡
社
、
７
３

―

９
０ 

国
府
村
史
編
纂
委
員
会
（
１
９
５
９
）
：
『
国
府
村
史
』
、
吉
城
郡
国
府
村

役
場
、
１
２
７
８
Ｐ 

小
寺
祐
二
・
神
崎
伸
夫
（
２
０
０
１
）
：
島
根
県
石
見
地
方
に
お
け
る
ニ

ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
の
食
性
お
よ
び
栄
養
状
態
の
季
節
的
変
化
、
野
生
生

物
保
護
６
、
１
０
９―

１
１
７ 

小
山
修
三
・
松
山
利
夫
・
秋
道
智
彌
・
藤
野
淑
子
・
杉
田
繁
治
（
１
９

８
１
）
：
『
斐
太
後
風
土
記
』
に
よ
る
食
糧
資
源
の
計
量
的
研
究
、
国

立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
６
、
３
６
３―

５
９
６ 

荘
川
村
史
編
集
員
会
（
１
９
７
５
）
：
『
荘
川
村
史
下
巻
』
、
荘
川
村
、
２

２
２
Ｐ 

高
橋
春
成
（
１
９
７
８
）
：
ス
ギ
植
林
地
内
に
み
る
イ
ノ
シ
シ
の
生
態―

堀
り
跡
よ
り―
、
東
北
地
理
３
０
、
１
９
９―

２
０
３ 



 

- 284 - 

 

高
橋
百
之
（
１
９
５
５
）
：
飛
騨
地
方
に
お
け
る
天
明
天
保
頃
の
天
候
、

天
気
２
、
２
３
３―

２
３
５ 

高
山
測
候
所
（
１
９
９
９
）
：
『
飛
騨
の
気
象
』
、
百
年
誌
編
集
委
員
会
、

２
０
３
Ｐ 

千
葉
徳
爾
（
１
９
６
４
）
：
日
本
列
島
に
お
け
る
猪
・
鹿
の
棲
息
状
態
と

そ
の
変
動
、
地
理
学
評
論
３
７
、
５
７
５―

５
９
２ 

千
葉
徳
爾
（
１
９
７
５
）
：
蔵
王
山
東
麓
に
お
け
る
野
生
大
形
哺
乳
類
の

分
布
お
よ
び
そ
の
変
動
に
つ
い
て
、
東
北
地
理
２
７
、
７
４―

８
１ 

津
田
知
幸
（
２
０
２
３
）
：
豚
熱
発
生
か
ら
５
年
を
迎
え
て
、
畜
産
の
情

報
、
農
畜
産
業
振
興
機
構
、
２―
５ 

常
田
邦
彦
・
丸
山
直
樹
（
１
９
８
０
）
：
イ
ノ
シ
シ
の
地
理
的
分
布
と
そ

の
要
因
、
環
境
庁
、
『
動
物
分
布
調
査
報
告
書
（
ほ
乳
類
）
全
国
版

（
そ
の
２
）
』、
９
７―

１
２
０
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

富
田
礼
彦
（
１
８
７
３
）
：
『
斐
太
後
風
土
記
』
、
（
雄
山
閣
編
集
部
、
１

巻
、
４
２
３
Ｐ
、
２
巻
、
３
４
７
Ｐ
） 

中
田
裕
一
（
１
９
９
４
）
：
飛
騨
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
小
氷
期
、
飛
騨

春
秋
９
、
２―

１
０ 

中
田
裕
一
（
２
０
１
９
）
：
飛
騨
に
お
け
る
ブ
ナ
の
山
と
ヒ
ノ
キ
の
山
の

分
布
、
斐
太
紀
２
２
、
１
４
９―

１
５
４ 

野
村
武
夫
（
１
９
６
９
）
：
鹿
塚
の
由
来
、
飛
騨
春
秋
１
４
、
２
１―
２

３ 

は
ぎ
わ
ら
文
庫
編
集
委
員
会
（
１
９
８
０
）
：
『
は
ぎ
わ
ら
の
史
跡
と
史

話
』、
萩
原
町
教
育
委
員
会
、
２
０
７
Ｐ 

長
谷
川
忠
崇
（
１
８
２
９
）
：
『
飛
州
志
』
（
岐
阜
新
聞
社
復
刻
版
、
２
０

０
１
、
３
５
０
Ｐ
）
（
現
代
語
版
、
堀
尾
雄
仁
、
２
０
１
９
、
２
６
２

Ｐ
）
脱
稿
し
た
の
は
、
１
７
３
２
年
頃 

藤
尾
正
博
（
１
９
７
５
）
：
岐
阜
県
の
植
物
、
『
ぎ
ふ
百
山
』
、
岐
阜
日
日

新
聞
社
、
２
６
８―

２
７
１ 

松
浦
崇
遠
（
２
０
２
２
）
：
富
山
県
の
ス
ギ
造
林
地
に
発
生
し
た
ニ
ホ
ン

イ
ノ
シ
シ
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
被
害
の
一
事
例
、
富
山
県
農
林
水

産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所
研
究
報
告
１
４
、
富
山
県
森
林

研
究
所
、
１
９―

２
４ 

丸
山
直
樹
（
１
９
９
８
）
：
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
に
つ
い
て
、
『
人
は
な
ぜ

山
に
登
る
の
か
』
、
平
凡
社
別
冊
太
陽
、
１
５
０―

１
５
６ 

宮
村
教
育
委
員
会
（
１
９
６
８
）
：
『
宮
村
史
』
、
岩
井
正
尾
編
、
宮
村
教

育
委
員
会
、
１
０
０
２
Ｐ 

矢
ヶ
崎
孝
雄
（
１
９
９
７
）
：
岐
阜
県
下
白
山
東
・
南
麓
に
お
け
る
猪
害

防
除
、
石
川
県
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
２
４
、
５
７―

６
６ 

山
川
修
治
（
１
９
９
３
）
：
小
氷
期
の
自
然
災
害
と
気
候
変
動
、
地
学
雑

誌
１
０
２
、
１
８
３―

１
９
５ 

代
情
山
彦
（
１
９
８
１
）
：
飛
騨
の
猪
狩
り
、
『
代
情
山
彦
著
作
集
』
、
代

情
山
彦
著
作
集
刊
行
会
、
２
１
６―

２
２
１ 


